
牛乳摂取による血禁リポ蛋白組成の変動
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目要

さらに動脈硬化症を動物脂肪の摂取過多が、血援中の脂質の上昇すなわち高脂血症を引き起こし、

発症することは明らかである。そのため、牛乳の摂取が、肥満や血中脂肪の増加と関連があるのでは

というネガティプな印象を与えている。以前の牛乳摂取実験において、通常量の摂取では血築脂質濃

しかしながら、牛乳摂取実験の多くはその摂取度の上昇はほとんど認められないと報告されている a

霊と血築脂質濃度との関係を論じたもので、牛乳の摂取が血禁中のリポ蛋白に及ぼす影響についての

詳細は明らかでない。

今回、我々は通常脂肪牛乳と無脂肪牛乳の摂取による血紫リポ蛋白の量的および質的な変動を検討

し、牛乳摂取の脂質代謝への影響を検討した。本研究により、健常人において通常脂肪牛乳摂取(1

目、 500mfを2週間摂取)では、血築脂質濃度および組成に大きな差は認められなかったが、血築脂質

中の不飽和脂肪酸比率が増加し、組成の変化が認められた。また、無脂肪牛乳摂取群では、血集中の

中性脂肪 (TGlの減少やLDL1'立了サイズの改善傾向が認められ、 apoEの変動は認められなかったとと

から、 τ'G代謝の改善およびLDLの小粒子化抑制に影響することが考えられた。

Keywords:リポ蛋白、コレステロ ル/TG染色、ガスクロマトグラフィー質量分析 (GC-MSl、脂肪

酸組成、 LDI粒子サイズ、血液レオロジ一、中性脂肪(トリグリセライド)

はじめに

牛乳の痕取においてネガティブな印象を与える要因として、肥満や血中の脂肪が増加するなどの脂肪摂

取の影響が考えられる。事実、動物脂肪の摂取量の過多が血禁中の脂質の上昇すなわち高脂血症を引き起

こし、さらに動脈硬化症を発症することは明らかである。しかしながら、ヨーグルトを多く摂取すること

やエスキモーのように脂肪食を多く摂取する生活習慣を持っている民族で、かならずしも動脈硬化を引き

起こさないごとが報告されている。このことは食事性脂肪の組成により血中の脂質車血或が影響をうけ、そ
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の縦長誌によっては、脂質が必ずしも高脂血症や助隊硬化発般の号i議会とはならttいと考えられる。

以前の牛乳桜E民主主験においては、通常f遣の奴耳立でi主張誕祭JI詩i葉書議!.il(J)上昇はほとんど認められないと

絡を告されている。しかしながら、牛乳摂取気験の多くはその然総援と自奴胞質幾度との関係を論じた

ものが多く、牛乳の摂取が血禁中の脂質により構成されるリポ滋肉に汲iます影響についての詳細は明

らかでない。

我々は、以前より臨床検査の立場から各紙JIIl探勝錬成分の分析を行なってきた o JIIlff距脂質はそのほ

とんどがアポ蛋白と結合して 1);f，蛋白として絞殺する G ごのリポ淡白iま物埋化学的性質が不均一で、あ

り、願資の代謝や生理機能iこ大きな議長警察を及ぼしている。すなわち、務質の量的な変動だけではなく

彪演が構成するワボ蛋白の質的な変動を総らえることがJIÎl~立中での脂質{1;童話を把握するために重要をで

あると考える。

本研究の言言きは、牛乳摂取による足並警告すボ幾燃の議約および主著書きな変動を検討し、牛乳摂取の機質

代議書への影響を検討することである争 f宇多撃を支言語として、食事?を鐙還さの級王立により血中の鯵質i立高等治成

主主や激震硬化の発主主i二議く関与する主義足立にぎをイとされないととを認号きするごとである。すなわち、牛乳

摂取により血祭中ヲボ変色が議事務互主主主や総隊機化絞iこ際主義する 1);f，蛋白iこ質的な変化を引き起こさ会

いとすると、牛手LIJljJl主の摂取が芸察隊i議議長や護主事長後イI::~主立〉発症に影響しないことが考えられる。

倫理委員会

本研究は以下l二示す手紙きにより行なった。

1)研究計画替の作成および終附縦型自殺と打ち合わせを行なった。

2)信州二大学医学部倫理裂後険会iこ仰f兜首望感「牛乳摂取による血祭リポ蛋白組員免の変動jを

付寄与ヲ4301こて泳泌された。

3 )ボランティアのも症患量殺に研究内主主を説明言警にて説明し、承諾を紙面(閲覧ま言語)にて者撃た。

材料、方法

1.材料

牛筑:遂字詰総益事左下3えのメグミJレク牛乳{安芸嫁乳箆j多分8.3%以と、言語主主分3，5%以上}と対空襲として然筋立さ

牛乳でみるメグ弁護隊燃や乳{実主総乳綴形分8，3%以と、おお分0，1%)を湾いた。.:tなま謀長記i立、ぎを11こぶした。

2.牛事L銭高ま試験のブロトコ}ル

被験者104'.を 5 人ずつの 2 グループi二分け、一方のグ)~←プは滋剥j器産主や事し (Fat務〉を、もう一方

のグル…プlま常設脳立ち牛乳 (Nonfat群)を毎日500miずつ2週隠にわたり撚詩文し、 n週間絡にま家臨し検

ままを行なっ
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表 1 牛宇L成分一覧

牛乳100g エネルギー 水分蛋白質脂質 糖質食物繊維 灰分 F 中成分 (kcal) (g) (θ (g) (g) (g) (g) 

通常脂肪牛乳 66.5 87.6 3.25 3.6 4圃日 0.0 0.7 1.13.5 

無脂肪牛乳 31 91.6 3.2 0.1 4.4 0.0 0.7 94 

プロトコールは、牛乳摂取実験の開始前(各自が日常の食事)に 1回目の採血を行なった後、食事

は通常通りだが牛乳摂取を一週間中止し、 2回目の採血を行なった。牛乳摂取の開始から一週間後に

3回目、牛乳摂取の開始から 2週間後に4回目、その後一週間は牛乳摂取を中止し5回目の採血を行

なった(図 1)。

-牛乳の摂取を中止 .. 1 1.・採血1(摂取1週間前)

2 1.・採血2(摂取開始直前)

-牛乳を摂取 吟'<131事採血3(摂取開始1週間後)
(2週間、毎日500ml摂取)

牛乳の摂取を中止 吟~41..f*血4(摂取開始2週間後)

3.測定方法

5 1.・採血5(摂取中止1週間後)
週

図1 牛乳摂取試験のプロトコール

健常人について牛乳摂取による血集中リポ蛋白の量的および質的な変動を以下のような方法を用い

て分析した。

1)血疑脂質濃度の測定

血築脂質濃度の測定は、生化学自動分析装置BioMajesty JCA-BM2250 (日本電子)を用い、血築

中総コレステロール (TC)、トリグリセライド (TG)およびリン脂質 (pL)は酵素法で測定した。

血難中高比重リポ蛋白コレステロール (HDL-C)および低比重リポ蛋白コレステロール (LDLー C)

は生化学自動分析装置によるホモジニアス法にて測定した。また、他の生化学項目は日常検査法に

て測定した。

2 )アポ蛋白濃度の測定

血築中アポリポ蛋白、すなわちアポ蛋白A-1 (apoA-1 )、アポ蛋白A-II (apoA-II)、アポ蛋白B
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(apo粉、 ア31f蛋白C-u (日開C-II)，ア#f.1議長ヨ心機 (apoC日)、ア~~歪台E (apoE)濃度i主、生化学

自動分析装援を周いて免疫比護語法{第一化学芸薬品古)，こより測定したの

3)すポ蛋色分画の測定

立証築中リポ蛋白の分習は、コレスデt:1-)レ淡色およびトリグ、1)-I!ライ F認を念試薬をF割いてアガロ

ース雲意気泳動法により行なった。分析方法は4分E商法で行なった。

{エ)アガロースゲjレ言霊祭主主動主主/務質染色法

震語気y.il<動グjレiまREドLIPOアガロ」スゲルプレート、 TG試薬{コレト 1)トンボTG)、コレステ

ロール総選議(タイタンSコレスデロール)を用いて、在EPsystemによる電気泳動を行なった{ヘレ

ナ併鈍iiJf)。アガロ…スグルムで対になるようなも土債の試科書警は滋/検体)に検体を I戸1塗布し

て、 400V、15分総警霊祭主主動し、問符倒壊4したコレスデロールおよび:rG試薬によりコレステロー

ル染色とTG染色を行なったa その後日宇長野F語棄でJj{lieif事;上させ、水で洗浄してアガロースグんを

56Tで乾燥させた。

(2) 品分函主主

リ7F~愛 81主、デンシトメトリーを用いて泳重IJ後のグんを波災570nmでスキャンした。そ5 ザコF愛

自の分綴主主護霊iま、 4分画法で行なった。コレステロール染色によるp分闘の工議長誌の絞5援を決め、

会詩í}蒸総{惨事議費~)から戸分断の頂点までのどークの面積と等しくなるように、ミ察争点から隊害援

(pres護H)燃のt窓際を戸分悩の分濁点とした。Y1c1二TG染色によるpres分薗の3京五きのもま援を淡め、

α分路側いとpresの全会問)からpres分義援のミ祭主主までのピークの面積と等しくなるように、 1箆

点から絵緩i側(戸分間側)の位、畿をprぞβ分量惑の分関点kした。Presとp分極の中憶をmidb却 d

とした。 2つの波形を重ね、絵極鋭から戸(1OUニキ!H詰)、 midband(IDL:や罪悪応霊ザポ蚤臼に相

当}、 pre戸 (VLDUこ相当に α分蕗 (HDUこ害関空))とした。

品〉ヲオ費財の粒子サイズの分析

10Lの数子サイズを測定するために、変性剤を含まないNative-~IJアクリルアミドグJレ言語気泳激

(Nativ骨PAGE)を行ない、コレステロ Jレ染色により10Lを検tちしたe

Native-SひらPAGEグjレiま2-1若手品グラジエントゲル(テブコ、京家〉をmい、*-機ゆで冷却しな
がら一晩寝電気泳動 (5mA)しまと。サンプル処理液は泳動期緩衝液にグリセヲンを10%、主主ぴBPBを

加えたものをもちい、検体11こ対し2の芸評j合で附いた。畿自分子量マーカーには、ミオシン;212kD晶、

α2ーマクログロブワン;17合kDa、F繍ガラクトシダ--lt .; 1161主Da、トランスフェリン;76kDa、グjレ

タミン酸デヒドログナ←ぞ;53kDa (ブァルマシア〉会的いたα 設〈重苦f去、さ差臼分子震マーカーは釜

白室長色(コマジープJl--R250)、検体はコレステロ…jしきた昔話義李総キット(タイずン5コレステロール〉

で没tsを行なった。事立子サ4ズの計測は、泳動後のゲんをヌキャンしγ …カ…の泳護者純真まから検家

車裂を作越えし、 10Uひきま緩1ll!!緩を湘jり検量線から粒子サイズを求めた。

5) 1jzifi議長三敬子O)B議重要事長成

ザiF1菱8事変予の5議後総長生をj綴迷心分織法;こ分詩文して検討した。
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血築0.5111<1に水1m!!争君主嫁してベックマン総通話心機lこより20，OOOrpm、5分間の主主心分離で上書道

(カイロマイクロン:CM)を分取した。下泌を比滋1.006として100，0ωrpm、20時開の遠心分離でよ

層 (VLDL)を分取し、その下層の比重~:â'1.019として、間条件で記事心分前世して1二見事(lDL)を分取し

た。その下層の比重を1.063 として、悶条件で~心分自臨して J:.降雪 (LDL)を分取した。さらにその下

層の比重幸1.21として、開条件で遠心分離してよ感(日ひL)を分以した。

6 )脂質中脂肪酸組成

血祭脂質中の脂肪酸組成を測定するために、血草案を脱E罰したf患に籾~のメチルfとを行ない、ガス

クロマトグラフィー質量分析計 (GC-MS)で勝肪除を測まさしたか

(1)滋l~実務質の脱脂とメチ)!.-化

ガラス試験管に血祭50f1 tを分取し、ヱタノー)!.-/エーテル (3:2)諸悪液l泌を加えて激しくよ

く混和して、 2000rpmで 5分間違心分離した。上j脅0.51泌をキャ、y ブfそt~主義討然ガラス員長議会守勢 iこ入れ、

空室索jjスを炊きi付!t乾顕した。そこに0.5mo1/ e 塩室長ーメタノ~)!.- (紛うも総選者:工:霊長}を0.5滅入れ?

4タロウニ£ーブで1分30秒濁加熱し、冷却した。次いで溢霊童ーメタノーんと際U:l設のへ今サンを入れ

護ましくま震とうし、さちに水を i主審加え振とう後2000rpr話、 5分罪号i議心分襲撃した。そのI:i'議{ヘキ

サン緩}を霊立のガラス試験管;こ家り窪三喪主7スで事Z~雪してアセトンを0.1，泌総えたc

(2)ガスクロマトグラフ 4一笈量分析 (GC-MS)

GC-MS!;J:、 GC毒事法GC-2010、MSき事はGCMS-QP2010、オートインジェクターはAOC2Oi(ど

もに選議津製作所)を沼いて、ヘリウムをキャリアガスとして分析した。 GC分析の奔す鼠プログラム

は:;f-ブン滋疫がおむ℃から~~始し、 80.0'Cで 2 分跨ホールドした後 i 分泌iこ 15.Cずつ上手手して

150.C!こ主義すると 1分間{保持した。さらにl分銅i二S'Cずつ上昇して250"Cまで上昇させた。 MSは

GCのlM.f箆が乞努し会合めて3分後から検よらを主主め、 GC開始持より30分間行なった。

(3) GC-MSによる路紫の分析

メチルf主総i科1μtをオートインジェゴフターによりスプワット方式で添加し、iitI:料気化祭

(280.0.clでガス化された後、キャピラリーカラム{長さ:15m.内径:25mm，波厚:0.1μm)の

ゆを汲泌させ成分ごとに分長離した。 GC-MSスベクト)!.-の解析では、 GCによって分離された成分

を徹子f!lIí~算法でイオン化し、鋭イオンと語手話器イオンのマススペクト)!.-を得た。 GC-MSのマススベ

クトルは機 (x)車IJIこ係持l時間 (Retentiontime ; Rt)、縦 (y)軸lこマススベクトルイオン強度の

総和で淡fおした。マススペクトルの同定はコンピュータに内蔵されていたデータベース

(NIST147.LIB、トI!ST27.LIB)のシミラリディ被官民により行ない、イオンマススベクト)!.-組成の

一致45が語気い化合物一協と{悶々のぬと化合物関のRtの関述から脂肪酸を同定したe

7)1血液レオoy

盛i詩主流動性(サラサラ運送)を測定する微小係話題モデルiJllJ主主主支援を問いて、 JJIL液レオロジーを測定

した。

シワコン単車京総11討対上iこ1殺到uなV {。説話路線4.5f1m、滅的偏7μm、議起草吾長30戸限、;走路本数



8736本;bloody6-7)を並列配置し、光学研磨したガラス基板と圧着させた毛細血管モデル(マイク

ロチャネルアレイ)に、血液100μtが20cm水柱圧力差で通過する時間(血液通過時間)を測定し

た。マイクロチャネルアレイを組み込んだホルダーを微小循環モテeル測定装置 (MC-FAN)本体に

セットし、ホルダー内に全血200μtを注入して一定の圧力差の下で、マイクロチャネルアレイを通

過させた。 100μt通過した時点、で終了とする。得られた血液通過時聞は、全血試料測定の直前に測

定された生食100μtの通過時聞を用いて、補正式

補正式=(血液通過時間)X12秒/(生食通過時間)

により生食通過時間が12秒の場合に換算した。評価は血液通過時間(客観的評価)と画像(主観的

評価)によって行なった。

結果

L 血繋脂質濃度の測定研究目的

通常脂肪牛乳摂取群と無脂肪牛乳摂取群の血奨脂質の変動を検討した。通常脂肪牛乳摂取群で、摂取

直前と摂取2週間後の値を比較すると血築TC、TG、PL、HDL-C、LDL-Cのいずれも有意な差は認めら

れなかった。一方、無脂肪牛乳摂取群では摂取直前と摂取2週間後を比較すると、 HDL-Cの変動はほと

んどなく、 τ沼、 PLにおいて低下傾向を示したがいずれも有意な差は認められなかった。(図2、図3)。

2_アポ蛋白濃度の測定

血奨アポ蛋白組成として、 apo-AI、apcトAll、apoB、apoC-ll、ApoC-皿、 apoE濃度を測定した。通

常脂肪牛乳および無脂肪牛乳を摂取した両群ではapo-A。、 apcトAll、apoB、apoC-llにほとんど変化が

見られなかったが、 ApoC-ill、apoEにおいて摂取直前と摂取2週間後の値を比較するとApoC-皿は両群

とも有意に上昇し、 apo-Eは通常脂質牛乳群で、有意な上昇を認めた(図4)。

3_ 4分画法によるリポ蛋自分画の変動

血紫リポ蛋白分画の変動をアガロース電気泳動とコレステロールおよびトリグリセライド染色法を

用いた方法により行ない、 α、pres、midb叩 d、戸(各々HDL、VLDL、IDL、LDLに相当)の4分画

として分析した。

図には示さなかった(データは省略した)が、普通脂肪牛乳摂取群では、 HDL分画のTGがわずかに

低下傾向を示した。しかしTG/TC比はほとんど変化がなかった。また、 VLDL、IDL分画やLDL分画で

は、個人による変動が大きく群としての傾向は認められなかった。 方、無脂肪牛乳摂取群では、

HDL-TGとVLDL-TG濃度が有意に低下していた(図5)。また、 LDL-TGも低下傾向を示したが、 IDL-

TGはわずかに上昇傾向にあった。
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A:通常脂肪牛乳摂取群、日:無脂肪牛乳摂取群、・、o:TC (%)、 E、口:PL (%)、 A、ム:TG (%) 
図7

(サラサラ度)血液レオロジー6. 

牛乳摂取による血液流動性の変化を測定した。血液流動性は微小循環モデルを用いた血液レオロジ

一、いわゆる血液サラサラ度として測定した。

採血方法は、採血からの時間経過において安定であったノボへパリン採血にへパリンナトリウム溶

液 (1000単位/"，e :ノボヘノtリン注1000)を添加して 5%のへパリン量として行なった。参考基準範

囲は男性39.7::17.7、女性36.4::15.1秒とした。

普通脂肪牛乳摂取群における血液通過時間は、摂取後に若干延長傾向を示したもののほとんど変化

は認められなかった。一方、無脂肪牛乳摂取群では、摂取するにつれ血液通過時聞は短縮する傾向を

(図 8)。認めた

血禁脂質中脂肪酸組成7. 

1)血奨脂質中脂肪酸のGC-MSパターン

(図9)から、

コレステロールカ'10%干宣車(t[

血奨の総脂質における脂肪酸組成を検討した。 GC-MSのマススペクトルパターン

リノール酸が25%、オレイン酸が20%、

-93ー

パルミチン酸が全体の30%、
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また祭脂肪牛乳摂取群ではいずれも有殺さをはなかたが、表きの見議長主義金では大きな変動がなかった。
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脂肪職分画

牛乳摂取直前と摂取2週間後の血清脂質の指肪酸組成比率
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察

図10

考

牛乳の摂取においてネガティプな印象を与える要因として、肥満や血中の脂肪が増加するなどの脂

肪摂取の影響が考えられる。以前の牛乳摂取実験においては、通常量の娯取では血紫脂質濃度の上昇

しかしながら、牛乳摂取実験の多くはその摂取量と血祭はほとんど認められないと報告されている。

脂質濃度との関係を論じたものが多く、牛乳の摂取が血禁中の脂質により構成されるリポ蛋白に及ぼ

す影響についての詳細は明らかでない。

今回、我々は市販されている普通脂肪牛乳と無脂肪牛乳による摂取実験を行なった。脂質とアポ蛋

白濃度の変動について検討したところ、普通脂肪牛乳摂取群ではいずれの脂質濃度も有意な変動はな

これは、個人の脂質代謝機能状態によるもので、なんく、むしろ個人の生理的変動幅が大きかった。

らかの脂質を摂取する乙とにより一時的に変動することが考えられた。 方、無脂肪牛乳摂取群では、

これTC、LDL-C、HDL-Cの変動はほとんど認められなかったが、 TGとPLの減少傾向が認められた。

は、牛乳中に脂肪を含まないため、 TGの摂取量の減少によるためと考えられた。

TG濃度に対するリポ蛋白組成の変動を電気泳動法により検討した結果、普通脂肪牛乳摂取群では上

方、無脂肪牛乳摂取群では、述のTG濃度の変動を反映して、有志、な変動は認められなかった。

HDL-TGとVLDL-TG濃度で有意な減少が認められ、 LDL-TGも減少傾向にあった。 VLDL-TG濃度の低

またHDL-TGやLDL-TGの減少は下はVLDLの代謝回転が速くなっていてIDUこまで異化されており、

VLDLとの脂質σG)交換の低下によるものと考えられる。無脂肪牛乳の摂取は血禁中TG(~謝に影響す

-95 

る可能性がある。



高TG血症において、 LDV位子の小粒子化、すなわちsma1ldense LDLの生成は酸化LDLの生成と関連

があり、動脈硬化危険因子の中でもっとも強い因子と考えられている。酸化LDLは血中レベルが微量

であり、またLDLの酸化は多様な修飾を起こしているため血中での測定での問題点が品包されている D

今回、 Native-PAGEによるLDI粒子サイズの計測とLDLの脂質組成比率について検討したところ、通

常脂肪牛乳摂取群でのLDl粒子サイズはほとんど変動がなかったが、 LDI粒子の脂質組成比率として

はPLとTGの含有率が減少傾向にあり、 LDLはコレステロールリッチな粒子となっていた。一方、無脂

肪牛乳摂取群では粒子サイズは大きくなる傾向にあり、 LDLの脂質組成は通常脂肪牛乳群と同様にPL

とTGの含有率が減少傾向にあり、 LDLはコレステロ ルリッチな粒子となっていた。通常脂肪牛乳摂

取群は上述したように、個#の変動幅が大きいため統言|的有意差としては認められないと思われる。

最近では、動脈硬化症などにおいて血液の血管内の流れ(血液レオロジー)、 般的にいわれるとこ

ろの「血液サラサラ」度、の悪さが指摘されている o これは、血液の血竣成分の変化と血球の流動性

の変化を視覚的に捕らえられる乙とで注目されている。我々の研究室では、この血液レオロジ の生

化学的証明を現在行なっているが、今回の摂取実験において血液レオロジーの変化を測定機器チャン

バーの中の血球が通過するゲートの血液通過時間として測定した。通常脂肪牛乳摂取群では、ばらつ

きはあったものの全体としては摂取後もほとんど変化はなかった。 方、無脂肪牛乳摂取群では血液

通過時間が短縮していた。これは、血球の膜弾力性が向上し狭いゲートを変型しながらスムーズに流

れていったととを示している。すなわち、リポ蛋白脂質組成で認められたPLやTGの減少と同厳に血

球膜成分にもなんらかの変化があったことを示唆している。血球表層膜はリン脂質二重層膜となって

おり、そのリン脂質組成の変化が膜の物理化学的性質に影響を与えることから、血球膜脂質組成の分

析が必要と思われる。

遊離脂肪酸の中には、動脈硬化症と関連が強い血栓症を予防するもの (α リノレン酸)と原因に

なるもの(リノール酸、 yーリノレン酸、アラキドン酸)が存在する。血禁中では、一部の脂肪酸は

アルブミンと結合しており、残りはコレステロールエステル (CE)、TG、PUこエステル結合して保持

されている。今回、ガスクロマトグラフィー・質量分析 (GC-MS)により、血築中の脂肪酸組成を検

討した。 Pool血援を用いたリポ蛋白分画の組成において、 TGリッチリポ蛋白のVLDLでは、パルミチ

ン酸とオレイン酸が同程度に多く含まれており、その次にリノール酸が多く含まれていた。 LDLでは

リノーJレ酸の含量が多く、次いでオレイン酸とパルミチン酸が多く合まれていた。 HDLではパルミチ

ン酸、次いでリノーJレ酸、オレイン酸が多く含まれていた。 LDLとHDLには、 VLDLにくらべてアラ

キドン酸 (C20:4、AA)が多く含まれており(数%)また、 HDLにはドコサヘキサエン酸 (C22:6、

DHA)が検出された。通'指脂肪牛乳摂取群ではアラキドン酸とDHAの合量比率が有意に上昇しており、

これらの成分が牛乳脂質から供給されるのか、体内の脂質代謝の変化によるものか不明であるが、助

脈硬化症抑制効果との関連が注目された。奥山らはコレステロール量よりもリノール酸/リノレン酸

比が動脈硬化や心疾患の危険因子として高いことを報告している。近藤らは、リノール酸比率と動脈

硬化の危険因子としてのHDL(高比重リポ蛋白)の低下(HDLの上昇は抗動脈硬化因子)との関連に

p
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注目し、さらにコレステロール含量の多いLDL(低比重リポ蛋白)そのものでなく酸化されたLDLが

動脈硬化の危険因子として高いことを報告している。今後、個々の検体についてのリポ蛋白分画中の

脂肪酸または脂質分画中の脂肪酸の分析を行なっていきたい。

牛乳摂取による本研究により、血祭リポ蛋白中の脂質の量的および質的な変動を捕らえるごとによ

り、牛乳脂質が血築中の脂質代謝に及ぼす影響を検討することができた。特に無脂肪牛乳摂取群は、

脂質濃度や組成において有意な差が認められた。また、さらりと飲みやすく、排便量(回数)も増加

したとの被験者からの感想もあり概ね良好であった。しかし今回は摂取期聞が2週間と短く、被験者

も10名と少数であったため、今後さらに被験者数を増やし、中-長期にわたる摂取による検討する必

要がある。

結語

健常人において通常脂肪牛乳摂取(1日、 500mEを2週間摂取)では、血鋭脂質濃度および組成に大

きな差は認められなかったが、血築脂質中の不飽和脂肪酸比率が増加し、組成の変化が認められた。

また、無脂肪牛乳摂取群では、血築中のTG(中性脂肪)の減少やLDl粒子サイズの改善などが認めら

れ、 TG代謝の改善およびLDLの小粒子化抑制に影響することが考えられた。
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